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2.2 調査内容 

調査内容は以下のとおりである。 

① 目視調査 

② 開削調査 

2.3 調査結果 

(1)目視調査 

遮水壁全体について目視調査を行った結果、確認された損傷箇所数は次のとおりで

ある。また、損傷位置を図 2.1 に示す。 

 
表 2.2 損傷箇所数 

損傷種類 損傷個数 
膨れ 99 

クラック 17 
ポットホール 25 

 
損傷の発生位置と施工ジョイントとの距離をまとめると次表の様である。 

 
表 2.3 損傷発生位置と施工ジョイントとの距離 
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(2)開削調査 

平成 12～14 年度の調査において、16 箇所の損傷について開削調査を行い、損傷の

深さを調査した。調査位置を図 2.2 に、損傷の深さを表 2.4 に、各損傷のカルテを P10

～25 に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2 開削調査位置図 
 
 

表 2.4 損傷の深さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遮水壁の構造を図 2.3 に示す。EL385.2 を境に構造を変えている。損傷深さは最大

でも 9cm であり、表層(遮水層)に留まっている。 
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図 2.3 遮水壁構造図
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